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今週のキーワード

次世代ポリマー材料
循環型経済と高性能化を牽引する革新

8
件

記事数

4
カ国

対象国

1,000+
回

FRP自己修復

900
万ドル

AI材料調達

今週の全8記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
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#01 PET酵素分解
学術ブレ
ークスル

ー

●●●●
●

●●○○
○

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
○

室温でPETを高速分解するエンジニアリング酵素が開
発され、真の循環型プラスチックエコノミー実現に貢
献。

#03 自己修復FRP 新素材開
発

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

1,000回以上自己修復可能なFRP複合材料が開発され
、風力タービンや宇宙船の寿命を数世紀延長する可能
性。

#04 AI材料探索 企業戦略
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

AI材料科学スタートアップが900万ドル調達し、半導
体チップの過熱問題解決に向けた熱効率材料の発見を
加速。

#05 ビトリマープレプレグ 新製品発
表

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●○○
○

●●●○
○

Isovoltaがリサイクル・修理可能なビトリマープレプ
レグシステムを発表、電気絶縁や航空宇宙分野での応
用を目指す。

#06 Nuvvon全固体電池 企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

米Nuvvonが硫化物・酸化物フリーの固体高分子電解
質で常温・常圧動作の全固体電池を開発、530万ドル
調達し商用化加速。

#07 Everbioハブ 企業戦略
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

ポルトガルのPETメーカーが1500万ユーロを投じ「E
verbioイノベーションハブ」を設立、再生・バイオベ
ースPET技術を加速。

#08 Naイオン電池ゲル 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○

中国の研究者が柔軟・不燃性・完全リサイクル可能な
スマートゲルポリマー電解質を開発、Naイオン電池の
安全性と性能を革新。

#09 固体高分子電池機器 企業戦略
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○

Varon CorpとOZOP Energyが固体高分子電池研究向
け特殊機器を導入、5V動作・低温機能材料の開発を加
速。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 全固体電池の「ゲームチェンジャー」は高分子から生まれるか？
米Nuvvonが硫化物・酸化物フリーの固体高分子電解質で常温・常圧動作の全固体電池を開発し、530万ドルを調達しまし
た。中国でも柔軟・不燃性・完全リサイクル可能なゲルポリマー電解質がNaイオン電池向けに開発されています。日本の
電池メーカーは、これらの高分子系アプローチを既存の硫化物系開発とどう位置づけ、戦略を再構築すべきでしょうか？

❷ 貴社の材料開発はAI活用で「数千倍」に加速できるか？
AI材料科学スタートアップDiscovered Materialsが900万ドルを調達し、AIエージェントで毎日数千の材料候補を生成・
評価することで、半導体チップの過熱問題解決を目指しています。従来の試行錯誤型開発に依存する日本の材料メーカー
は、このAIによる探索速度の劇的な向上にどう対抗し、自社の競争力を維持・強化する戦略を描くべきでしょうか？

❸ 循環型プラスチックへの対応は「コスト」か「競争優位」か？
室温でPETを高速分解するエンジニアリング酵素や、リサイクル・修理可能なビトリマープレプレグ、再生・バイオベー
スPETハブ設立など、循環型プラスチックへの動きが加速しています。これらの技術は、日本の製造業にとって単なる環
境規制対応コストではなく、新たな製品価値やサプライチェーン構築による競争優位の源泉となり得るでしょうか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

全固体電池PET酵素分解

自己修復FRP AI材料探索 Naイオン電池ビトリマー

PETハブ

電池設備

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 全固体電池 注意 EV電池の安全性・性能向上 日本の電池開発競争激化

● PET酵素分解 機会大 循環型プラ実現、新ビジネス 既存リサイクル陳腐化

● 自己修復FRP 機会大 FRP製品の長寿命化 既存メンテ事業影響

● AI材料探索 注意 材料開発の高速化 AI活用遅れの競争力低下

● Naイオン電池 注意 低コストEV電池普及 日本のLi電池優位性揺らぐ

● ビトリマー 機会大 複合材のリサイクル性向上 —

● PETハブ 参考 — —
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● 電池設備 参考 — —
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深掘り ① ― 硫化物・酸化物フリー全固体電池
#06 | 2026/08/13 | Shanghai Metals Market (SMM) | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●●

米国のスタートアップNuvvonが、硫化物や酸化物を含まない純粋な固体高分子電解質（SPE）を用いた全固体電池技
術で530万ドルのシード資金を調達しました。この技術は、常温・常圧で動作し、高安全性、高エネルギー密度、低コ
ストを実現するとされています。従来の全固体電池が抱える硫化物系の不安定性や酸化物系の界面抵抗といった課題を
克服するアプローチとして注目されます。

SPEは柔軟性があり、電池内部短絡のリスクを低減し、耐熱性に優れるため発火リスクを大幅に抑制します。常温・常
圧動作により熱管理システムが不要となり、製造プロセス簡素化とコスト削減に貢献します。現在、実験室検証から商
業サンプル提供への移行段階にあり、EVやグリッドストレージ市場への影響が期待されています。

▶ 技術者の視点

Nuvvonの硫化物・酸化物フリーSPEは、全固体電池の量産化に向けた現実的な選択肢として注目されま
す。常温・常圧動作は、既存の液系リチウムイオン電池の製造ラインとの親和性が高く、設備投資を抑
えられる可能性があります。ただし、SPEのイオン伝導度は一般的に硫化物系に劣る傾向があり、高エ
ネルギー密度と高速充放電を両立できるか、具体的な数値データでの検証が待たれます。日本企業にと
っては、既存の硫化物系全固体電池開発に注力する中で、この高分子系アプローチが新たな脅威となる
可能性があり、技術動向の継続的な監視と、高分子材料技術を活かした独自路線の模索が急務です。特
に【電池材料メーカー】は、SPEの材料設計や製造プロセスに関する情報収集を強化すべきです。

深掘り ② ― 室温高速PET酵素分解リサイクル
#01 | 2026/08/13 | YouTube | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●○○
日本関連度●●●●○

エンジニアリングされた酵素がPETプラスチックをほぼ室温で高速分解できる画期的な技術が発表されました。従来の
熱や化学物質を利用するリサイクル方法と比較して、より迅速かつクリーンなプロセスでプラスチックをモノマーレベ
ルまで分解し、真の循環型プラスチックエコノミー実現に貢献する可能性を秘めています。

この技術は、酵素の特性を遺伝子工学的に改変し、PETへの親和性と触媒活性を飛躍的に向上させた点が核となります
。これにより、分解プロセスを大幅に短縮し、高純度でモノマーを回収できるため、品質劣化を伴わない無限のリサイ
クルサイクルが期待されます。エネルギー消費量と埋め立て廃棄物の大幅な削減に寄与すると見込まれています。

▶ 技術者の視点

室温でのPET高速分解は、エネルギーコストと環境負荷を劇的に低減する可能性を秘めたブレークスル
ーです。しかし、酵素の安定性、生産コスト、そして多様なPET製品（着色、複合材など）への適用範
囲が実用化に向けた大きな課題となるでしょう。特に、工業スケールでの処理能力や、回収モノマーの
純度と経済性が重要です。日本企業、特に【化学・素材メーカー】や【飲料・食品メーカー】は、この
技術が既存のメカニカル・ケミカルリサイクルに与える影響を評価し、将来的なサプライチェーンの変
化に備える必要があります。酵素の大量生産技術や、分解後のモノマー精製技術への投資も視野に入れ
るべきです。
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深掘り ③ ― 1,000回自己修復FRP複合材料
#03 | 2026/08/07 | TorontoStarts | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●○○

ノースカロライナ州立大学の研究チームが、1,000回以上の損傷を自己修復できる画期的なFRP（繊維強化ポリマー）
複合材料を開発しました。この新素材は、熱可塑性修復物質であるポリ(エチレン-co-メタクリル酸)（EMAA）と炭素
ベースの加熱層を組み合わせることで、FRPの主要な劣化原因である層間剥離を効果的に修復します。

この技術は米国特許11,613,088 B2で保護され、Structeryx Inc.を通じて実用化が進められています。風力タービン
のブレードや航空宇宙構造物など、重要インフラの寿命を数世紀にわたって延ばす可能性を秘めており、メンテナンス
コスト削減と材料の持続可能性に大きく貢献すると期待されています。

▶ 技術者の視点

1,000回以上の自己修復能力は、FRPの耐久性に関する常識を覆す画期的な成果です。EMAAと炭素加熱
層の組み合わせは、損傷検知から修復までを統合するスマート材料の方向性を示唆しています。ただし
、修復プロセスにかかる時間、修復後の機械的特性の回復率、そして大型構造物への適用時の加熱均一
性やエネルギー効率が実用化の鍵となります。日本には世界トップレベルの【複合材料メーカー】や【
重工業メーカー】が存在するため、この技術は大きな機会となり得ます。Structeryx Inc.との連携や、
類似技術の自社開発を検討し、航空宇宙、風力発電、自動車などの分野での競争優位を確立するための
R&D;投資が推奨されます。

その他の注目記事
AI材料科学スタートアップDiscovered Materialsが900万ドル調達、半導体チップの過熱問題解決へ熱効率材料発見を加速 (AIM)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

AIと物理モデルを組み合わせた材料探索は、日本の材料開発プロセスに大きな変革を迫る。半導体やEV分野での熱問題
解決に直結するため、R&D;部門はAI導入を急ぐべき。

中国の研究者が柔軟・不燃性・完全リサイクル可能な「スマートゲルポリマー電解質」を開発、Naイオン電池の安全性と性能を革新 (Facebook)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

Naイオン電池の安全性とリサイクル性を高めるゲル電解質は、リチウム資源リスクを抱える日本にとって注目すべき技
術。EVやグリッドストレージ市場での低コスト化を加速する可能性が高い。

Isovoltaがリサイクル・修理可能なビトリマープレプレグシステムを発表、電気絶縁・航空宇宙分野への応用目指す (CompositesWorld)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●○○

熱硬化性複合材料のリサイクル性という長年の課題を解決するビトリマー技術の製品化。日本の複合材料メーカーは、
この持続可能性向上への動きをビジネスチャンスと捉えるべき。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;/経営企画】Nuvvonの全固体電池（#06）と中国のNaイオン電池ゲル電解質（#08）に関する詳細な
技術調査を開始し、自社の電池開発ロードマップへの影響を評価する。

• 【調達/R&D;】PET酵素分解技術（#01）の進捗を注視し、既存のプラスチックリサイクル技術との比較検討、
および将来的なサプライヤー候補の特定に着手する。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;】AIを活用した材料探索ツール（#04）の導入可能性について、外部ベンダーとの情報交換やパイロッ
トプロジェクトの計画を開始する。

• 【複合材R&D;】自己修復FRP（#03）およびビトリマー複合材料（#05）のサンプル入手や共同研究の可能性
について、大学や企業へのアプローチを検討する。

▍中長期（四半期〜）
• 【経営企画】循環型プラスチックエコノミー実現に向けた中長期戦略を見直し、酵素分解やバイオベース材料へ
の投資、パートナーシップ構築を検討する。

• 【R&D;/事業開発】次世代電池材料（特にポリマー電解質）に関する知財戦略を強化し、国内外のスタートアッ
プや研究機関との連携を通じて技術ポートフォリオを拡充する。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-08-16
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収録記事一覧

#01 エンジニアリング酵素がPETプラスチックを室温で高速分解、循環型リサイクル実現へ

#03 ノースカロライナ州立大学が1,000回以上の自己修復が可能なFRP複合材料を開発、風力タービ
ンや宇宙船の寿命を飛躍的に延長

#04 AI材料科学スタートアップDiscovered Materialsが900万ドル調達、半導体チップの過熱問題解
決へ熱効率材料発見を加速

#05 Isovoltaがリサイクル・修理可能なビトリマープレプレグシステムを発表、電気絶縁・航空宇宙
分野への応用目指す

#06 米Nuvvonが530万ドル調達、常温・常圧動作の硫化物・酸化物フリー固体高分子電解質で全固
体電池商用化を推進

#07 ポルトガルSelenisとEvertisが1500万ユーロを投じ「Everbioイノベーションハブ」設立、再
生・バイオベースPET技術を加速

#08 中国の研究者が柔軟・不燃性・完全リサイクル可能な「スマートゲルポリマー電解質」を開発、
Naイオン電池の安全性と性能を革新

#09 Varon CorpとOZOP Energyが固体高分子電池研究向け特殊機器を導入、5V動作・低温機能材料

の開発加速



#01 エンジニアリング酵素がPETプラスチックを室温で高
速分解、循環型リサイクル実現へ

概要

エンジニアリングされた酵素がPETプラスチックをほぼ室温で解重合できる画期的な技
術が発表された。この技術は、従来のリサイクルプロセスと比較してより速く、より
クリーンな分解を可能にし、真の循環型プラスチックエコノミー実現に貢献する可能

性を秘めている。特に、エネルギー使用量の大幅な削減と埋め立て廃棄物の劇的な削
減に寄与すると期待されており、持続可能な社会への貢献が注目される。このブレー
クスルーは、プラスチック廃棄物問題に対する新しい解決策を提示し、産業界に大き

な影響を与えるだろう。

公開日 2026年08月13日  YouTube  グローバル



詳細

主要成果: 室温でのPETプラスチック酵素分解による循環型リサイクルの加速

最近の発表によると、特定のエンジニアリング酵素を用いることで、PET（ポリエチレ
ンテレフタレート）プラスチックをほぼ室温で効率的に解重合させる画期的な技術が開
発されました。この技術は、従来の熱や化学物質を利用するリサイクル方法と比較し
て、より迅速かつクリーンなプロセスでプラスチックをモノマーレベルまで分解するこ
とを可能にします。これにより、プラスチックを何度でも再利用できる「真の循環型プ
ラスチック」の実現に向けた大きな一歩が踏み出されたと言えます。

技術詳細と革新性

従来のPETリサイクルプロセスは、高温や高圧、あるいは強力な酸や溶剤を必要とし、
多大なエネルギーを消費するとともに、環境負荷も大きいという課題がありました。し
かし、今回発表された酵素分解技術は、マイルドな条件下、つまりほぼ室温でPETを構
成するモノマーへと効率的に分解します。この酵素は、特定のプラスチック結合に特異
的に作用するように設計されており、高速かつ選択的にプラスチックを解重合させるこ
とが可能です。

この技術の核となるのは、酵素の特性を遺伝子工学的に改変し、PETへの親和性と触媒
活性を飛躍的に向上させた点です。これにより、これまで数日かかっていた分解プロセ
スを大幅に短縮し、工業スケールでの実用化に向けた道を拓いています。分解されたモ
ノマーは、高純度で回収され、再び新たなPET製品の製造に利用できるため、品質の劣
化を伴わない無限のリサイクルサイクルが期待されます。

背景・業界文脈

世界中で増大するプラスチック廃棄物問題は、環境汚染の深刻な原因となっており、特
に海洋プラスチック問題は喫緊の課題です。既存の機械的リサイクルは品質劣化を伴う
ことが多く、またケミカルリサイクルは高コストでエネルギー集約的です。このような
背景から、低コストかつ環境負荷の低い革新的なリサイクル技術が強く求められていま
した。本技術は、そうした課題に対する有力な解決策として、化学・材料産業、そして
消費財メーカーから大きな注目を集めています。



今後の展望

このエンジニアリング酵素によるPET分解技術は、エネルギー消費量の大幅な削減と、
埋め立て廃棄物量の劇的な減少に貢献する見込みです。また、化石燃料由来のプラスチ
ック製造への依存度を低減し、カーボンニュートラル社会の実現にも寄与します。今後
は、実証規模の拡大、酵素の生産コスト削減、および様々なPET製品への適用範囲の検
証が主要な課題となりますが、その成功はプラスチック産業全体の持続可能性を根本か
ら変える可能性を秘めています。投資家にとっては、循環経済を牽引する次世代技術と
して、長期的な成長が期待される分野となるでしょう。

元記事: https://www.youtube.com/shorts/B6qEjd8kKsU

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.youtube.com/shorts/B6qEjd8kKsU


#03 ノースカロライナ州立大学が1,000回以上の自己修復
が可能なFRP複合材料を開発、風力タービンや宇宙船の寿
命を飛躍的に延長

概要

ノースカロライナ州立大学の研究チームは、1,000回以上の損傷を自己修復できる画期

的なFRP（繊維強化ポリマー）複合材料を開発しました。この新素材は、熱可塑性修復
物質であるポリ(エチレン-co-メタクリル酸)（EMAA）と炭素ベースの加熱層を組み合
わせることで、FRPの主要な劣化原因である層間剥離を効果的に修復します。米国特許

11,613,088 B2で保護されたこの技術は、Structeryx Inc.を通じて実用化が進められてお
り、風力タービンや宇宙船といった重要インフラの寿命を数世紀にわたって延ばす可
能性を秘めています。これにより、メンテナンスコストの削減と材料の持続可能性へ

の貢献が期待されます。

公開日 2026年08月07日  TorontoStarts  アメリカ



詳細

主要成果

ノースカロライナ州立大学の研究者たちは、1,000回以上の自己修復が可能な画期的な
繊維強化ポリマー（FRP）複合材料を開発しました。この新材料は、既存のFRP製品が
抱える層間剥離の問題を根本的に解決し、風力タービンや航空宇宙構造物などの寿命を
劇的に延長する可能性を秘めています。特許番号US Patent 11,613,088 B2で保護された
この技術は、材料の持続可能性と耐久性において大きな進歩をもたらします。

技術・臨床詳細

開発された自己修復FRP複合材料は、熱可塑性材料であるポリ(エチレン-co-メタクリル
酸)（EMAA）を主要な修復剤として利用しています。このEMAA層は、材料内部に発生
した微細な亀裂や層間剥離に熱を加えることで溶融し、損傷箇所を埋めて再結合する機
能を持っています。加熱は、複合材料の層間に組み込まれた炭素ベースの薄い層によっ
て誘導されます。この構造により、材料全体が繰り返し損傷を受けても、その都度自己
修復を促し、初期の機械的特性を回復させることが可能です。実験では、この材料が
1,000回以上の自己修復サイクル後もその性能を維持することが確認されており、これ
は従来の自己修復材料と比較して顕著な改善です。

背景・業界文脈

繊維強化ポリマー（FRP）は、その高い強度重量比から航空宇宙、自動車、風力エネル
ギー、建設など幅広い分野で広く使用されています。しかし、FRPは層間剥離と呼ばれ
る内部損傷に弱く、これが製品の寿命を制限し、高額なメンテナンスや交換が必要とな
る原因となっていました。従来のFRPの損傷は不可逆的であり、構造全体の完全性を損
なうことが多いため、自己修復能力を持つ材料の開発は長年の課題でした。この技術
は、損傷を検知し、自ら修復することで、材料の耐久性を飛躍的に高め、構造物の信頼
性を向上させることが期待されます。



今後の展望

この革新的な自己修復FRP技術は、Structeryx Inc.を通じて商業化に向けて進んでいま
す。特に、風力タービンのブレードや航空機の構造部品、さらには宇宙船といった過酷
な環境で使用される製品において、その価値は計り知れません。材料の寿命が数世紀に
延長されることで、運用コストの大幅な削減、資源の節約、そして廃棄物の減少に貢献
し、持続可能な社会の実現に寄与することが見込まれます。この技術は、高性能複合材
料の設計と製造に新たなパラダイムをもたらすでしょう。

元記事: https://torontostarts.com/2026/08/07/self-healing-composite-frp/

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://torontostarts.com/2026/08/07/self-healing-composite-frp/


#04 AI材料科学スタートアップDiscovered Materialsが
900万ドル調達、半導体チップの過熱問題解決へ熱効率材
料発見を加速

概要

AI材料科学スタートアップのDiscovered Materialsは、半導体チップの過熱問題を解決

する熱効率の高い新材料の発見を目的として、900万ドルのシード資金を調達しまし
た。同社はAnthropicモデルと物理モデルを組み合わせたAIエージェントソフトウェア
パイプラインを活用し、毎日数千の材料候補を生成・評価することで、従来の手法を

凌駕する速度で材料探索を進めます。この技術は、半導体の性能向上と持続可能性に
貢献し、電子機器の信頼性と寿命を大幅に改善する可能性を秘めています。

公開日 2026年08月12日  AIM  アメリカ



詳細

主要成果

AI材料科学スタートアップのDiscovered Materialsは、半導体チップの慢性的な過熱問題
に対処するため、熱効率に優れた新材料の発見を目指し、900万ドルのシード資金調達
に成功しました。この資金は、同社が独自開発したAIエージェントを活用したソフトウ
ェアパイプラインのさらなる強化と商用化の加速に充てられます。

技術・臨床詳細

Discovered Materialsが開発したソフトウェアパイプラインは、Anthropicモデルと高度
な物理モデルを組み合わせることで、従来の研究手法では不可能だった速度と規模で材
料候補を生成・評価することを可能にします。具体的には、毎日数千もの新規材料候補
をシミュレーション上でテストし、熱伝導性、安定性、製造可能性などの多様なパラメ
ータに基づいて評価します。これにより、半導体デバイスにおける熱暴走を防ぎ、性能
の限界を押し上げて消費電力を削減する材料を効率的に特定することが期待されます。

背景・業界文脈

現代の半導体技術は、ムーアの法則に従い微細化と集積化が進む一方で、発熱問題が深
刻化しています。これはデバイスの性能劣化、寿命短縮、エネルギー消費増大の主要因
となっています。既存の材料探索は時間とコストがかかる実験的手法に大きく依存して
おり、新材料の開発はボトルネックとなっていました。Discovered MaterialsのAIを活用
したアプローチは、この課題に対する革新的な解決策を提供し、材料科学分野における
デジタルトランスフォーメーションの最前線に位置づけられます。

今後の展望

今回の900万ドルのシード資金調達により、Discovered Materialsはソフトウェアプラッ
トフォームをさらに発展させ、半導体業界だけでなく、エネルギー、航空宇宙、医療な
ど、高性能材料が不可欠な他の分野への応用も視野に入れています。熱効率の劇的な改
善は、データセンターの冷却コスト削減、EVバッテリーの性能向上、再生可能エネルギ
ーシステムの効率化など、広範な産業に波及効果をもたらし、次世代技術の実現に貢献
すると期待されています。

元記事: https://analyticsindiamag.com/ai-news/discovered-materials-raises-9-mn-to-solve-silicons-

https://analyticsindiamag.com/ai-news/discovered-materials-raises-9-mn-to-solve-silicons-overheating-problem


overheating-problem

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://analyticsindiamag.com/ai-news/discovered-materials-raises-9-mn-to-solve-silicons-overheating-problem


#05 Isovoltaがリサイクル・修理可能なビトリマープレプ
レグシステムを発表、電気絶縁・航空宇宙分野への応用目
指す

概要

Isovoltaは、熱可塑性樹脂の再成形性と熱硬化性樹脂の架橋密度を両立させた、リサイ

クル可能で修理可能なビトリマープレプレグシステムを発表しました。この革新的な
材料は、電気絶縁や高電圧アプリケーション、産業部品での初期商業化を目指してお
り、将来的な航空宇宙内装材市場への展開も視野に入れています。これにより、複合

材料のライフサイクルを大幅に延長し、製造プロセスにおける持続可能性を向上させ
ることが期待されます。

公開日 2026年08月07日  CompositesWorld (via Facebook)  不明



詳細

主要成果

Isovoltaは、リサイクル、再加工、修理が可能な画期的なビトリマープレプレグシステ
ムを発表しました。この新材料は、熱可塑性樹脂のように加熱によって再成形できる柔
軟性と、熱硬化性樹脂が持つ高い機械的強度と耐熱性を示す架橋密度を兼ね備えていま
す。これにより、複合材料業界における長年の課題であった、熱硬化性複合材料のリサ
イクル性と修理性を劇的に改善する可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

ビトリマーは、共有結合交換反応（Transesterification、Transaminationなど）を利用し
て、動的な共有結合ネットワークを形成する高分子材料です。Isovoltaのビトリマープ
レプレグシステムは、この特性を活かし、加熱することで架橋構造を可逆的に再編成
し、材料の再成形や損傷部分の自己修復を可能にします。同時に、冷却時には従来の熱
硬化性樹脂と同様の優れた機械的特性を維持します。これにより、例えば航空機の衝突
で損傷した複合材料部品を、熱と圧力で現場修理したり、寿命を終えた製品から樹脂と
繊維を分離して再利用したりすることが可能になります。

背景・業界文脈

従来の熱硬化性複合材料は、その優れた強度重量比から航空宇宙、自動車、風力発電ブ
レードなどに広く利用されています。しかし、架橋構造が不可逆であるため、一度硬化
すると再加工やリサイクルが非常に困難であり、廃棄物問題や資源効率の課題を抱えて
いました。Isovoltaのビトリマー技術は、この「リサイクル不可能性」という熱硬化性
樹脂の根本的な制約を克服し、持続可能な製造と資源循環型経済への貢献を可能にする
ものとして、業界から大きな注目を集めています。



今後の展望

Isovoltaは、このビトリマープレプレグシステムの初期商業化として、電気絶縁材料、
高電圧アプリケーション、および各種産業部品への適用をターゲットとしています。こ
れらの分野では、材料の信頼性と長寿命が特に重視されるため、修理可能性やリサイク
ル性は大きな付加価値となります。長期的には、航空宇宙産業における内装材や構造部
品への応用も目指しており、軽量化と持続可能性を両立した次世代航空機の開発に貢献
することが期待されます。この技術は、高機能複合材料の新たな標準を確立し、広範な
産業における材料利用のパラダイムシフトを推進する可能性を秘めています。

元記事: https://www.facebook.com/CompositesWorld/posts/thermosets-that-can-be-reshaped-repaired-

welded-and-recycled-that-is-the-proposi/1577843924351959/

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/CompositesWorld/posts/thermosets-that-can-be-reshaped-repaired-welded-and-recycled-that-is-the-proposi/1577843924351959/
https://www.facebook.com/CompositesWorld/posts/thermosets-that-can-be-reshaped-repaired-welded-and-recycled-that-is-the-proposi/1577843924351959/


#06 米Nuvvonが530万ドル調達、常温・常圧動作の硫化
物・酸化物フリー固体高分子電解質で全固体電池商用化を
推進

概要

米国の全固体電池スタートアップNuvvonは、硫化物や酸化物を含まない純粋な固体高

分子電解質（SPE）技術により、常温・常圧で動作する高安全性、高エネルギー密度、
低コストの全固体電池を実現し、530万ドルのシード資金を調達しました。同社は現
在、実験室検証から商業サンプル提供への移行段階にあり、次世代エネルギー貯蔵ソ

リューションの商業化を加速させています。この技術は、電気自動車（EV）やグリッ
ドストレージ市場の安全性と性能を大幅に向上させる可能性を秘めています。

公開日 2026年08月13日  Shanghai Metals Market (SMM)  アメリカ



詳細

主要成果

米国のソリッドステートバッテリースタートアップNuvvonは、純粋な固体高分子電解
質（SPE）を基盤とする革新的な全固体電池技術で、530万ドルのシード資金を調達しま
した。この独自技術は、硫化物や酸化物を使用せず、常温・常圧環境下での高い安全
性、高エネルギー密度、および低コストを実現する次世代エネルギー貯蔵ソリューショ
ンの商業化を加速させます。

技術・臨床詳細

NuvvonのSPE技術は、従来の全固体電池で課題となっていた硫化物系電解質や酸化物系
電解質の化学的安定性や製造コスト、あるいは高温動作要件を克服します。この高分子
電解質は柔軟性があり、電池内部短絡のリスクを低減し、耐熱性に優れるため、発火リ
スクを大幅に抑制します。また、常温・常圧での動作が可能であるため、複雑で高価な
熱管理システムが不要となり、製造プロセスが簡素化され、電池パック全体のコスト削
減に貢献します。エネルギー密度に関しても、既存のリチウムイオン電池を凌駕する性
能を目指しており、これによりEVの航続距離延長やグリッドストレージの効率向上を実
現します。

背景・業界文脈

全固体電池は、既存のリチウムイオン電池が抱える安全性（液漏れ、発火）やエネルギ
ー密度の限界を打破する「夢の電池」として期待されており、特に電気自動車（EV）市
場で強い需要があります。しかし、硫化物系電解質の不安定性（空気中での反応性）
や、酸化物系電解質の高い界面抵抗、製造の難しさなどが商業化への大きな障壁となっ
ていました。Nuvvonの硫化物・酸化物フリーのSPEアプローチは、これらの課題に対し
現実的な解決策を提示し、全固体電池の量産化を一段と近づけるものです。



今後の展望

Nuvvonは現在、実験室での技術検証を終え、商業サンプル提供に向けた移行段階にあ
ります。今回のシード資金は、このスケールアップと製品開発を加速させるために活用
されます。同社のSPE技術が成功すれば、EVメーカーはより安全で、航続距離の長く、
かつ手頃な価格の車両を提供できるようになり、エネルギー貯蔵市場全体に大きな変革
をもたらす可能性があります。Nuvvonは、世界的なクリーンエネルギーへの移行を支
える重要なイノベーターとしての地位を確立することを目指しています。

元記事: https://news.metal.com/en/newscontent/104058096-us-solid-state-battery-landscape-nuvvons-

polymer-electrolyte-approach

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://news.metal.com/en/newscontent/104058096-us-solid-state-battery-landscape-nuvvons-polymer-electrolyte-approach
https://news.metal.com/en/newscontent/104058096-us-solid-state-battery-landscape-nuvvons-polymer-electrolyte-approach


#07 ポルトガルSelenisとEvertisが1500万ユーロを投じ
「Everbioイノベーションハブ」設立、再生・バイオベー
スPET技術を加速

概要

ポルトガルの大手PETメーカーであるSelenisとEvertisは、再生PETおよびバイオベース

PET技術の開発と商業化を加速するため、総額1500万ユーロを投資して「Everbioイノ
ベーションハブ」を設立しました。このハブは、ポリマー生産、PET包装、高度なリサ
イクル、再生可能エネルギーといった複数の要素を統合し、持続可能な高分子技術の

産業化を効率的に推進します。これにより、次世代の循環型包装材料の開発を加速
し、プラスチック産業の脱炭素化に貢献することが期待されます。

公開日 2026年08月06日  Plastinfo  ポルトガル



詳細

主要成果

ポルトガルの主要PETメーカーであるSelenisとEvertisは、再生PETおよびバイオベース
PET技術のイノベーションと産業化を加速させるため、戦略的な提携のもと1500万ユー
ロを投じて「Everbioイノベーションハブ」を設立しました。この統合ハブは、高分子
生産から高度なリサイクルプロセスまでを一貫してカバーし、PETバリューチェーン全
体における持続可能性を追求します。

技術・臨床詳細

Everbioイノベーションハブは、主に以下の研究開発分野に焦点を当てます。

再生PET技術の高度化: 既存のメカニカルリサイクルに加え、化学リサイクル技術の
研究を進め、より高品質で多様な用途に対応可能な再生PETの製造を目指します。こ
れにより、食品接触用途など、厳格な品質基準が求められる分野での再生材利用を拡
大します。

バイオベースポリマーの開発: 石油由来原料への依存を低減するため、植物由来のバ
イオマスを原料としたPETや関連ポリマーの開発を推進します。これは、プラスチッ
クのライフサイクル全体での炭素排出量削減に貢献します。

循環型包装材料の創出: 上記技術を組み合わせ、リサイクル性と生分解性を兼ね備え
た次世代の包装材料ソリューションを開発します。食品・飲料、化粧品、日用品な
ど、幅広い包装用途での適用を目指します。

このハブは、高分子科学者、化学工学者、材料技術者が協力し、再生可能エネルギーを
動力源とする独自の産業エコシステム内で、研究成果の迅速なスケールアップと商業化
を目指します。

背景・業界文脈

プラスチック産業は、環境負荷低減と資源循環型社会への移行という喫緊の課題に直面
しています。特にPETは、飲料ボトルや食品容器として広く使用されているため、その
リサイクル性と持続可能性の向上が強く求められています。EUをはじめとする世界各国
で使い捨てプラスチックの削減やリサイクル含有率の義務化が進む中、SelenisとEvertis

の今回の投資は、市場のニーズに応え、将来の競争力を確保するための重要な戦略的ス
テップとなります。



今後の展望

Everbioイノベーションハブは、再生PETとバイオベースPET技術におけるポルトガルの
リーダーシップを強化し、グローバル市場における持続可能な高分子ソリューションの
提供を加速させます。このハブから生まれる革新的な材料とプロセスは、プラスチック
廃棄物の削減、化石資源への依存度低下、そしてCO2排出量の削減に大きく貢献し、プ
ラスチック産業全体の持続可能な未来を形作る上で重要な役割を果たすと期待されてい
ます。パートナーシップとイノベーションを通じて、循環型経済への移行を具体的に推
進するモデルとなるでしょう。

元記事: https://www.plastinfo.eu/site/dna/show.py?id=713-news-Selenis-Evertis-launch-million-

innovation-accelerate-recycled-bio-based-technologies

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.plastinfo.eu/site/dna/show.py?id=713-news-Selenis-Evertis-launch-million-innovation-accelerate-recycled-bio-based-technologies
https://www.plastinfo.eu/site/dna/show.py?id=713-news-Selenis-Evertis-launch-million-innovation-accelerate-recycled-bio-based-technologies


#08 中国の研究者が柔軟・不燃性・完全リサイクル可能な
「スマートゲルポリマー電解質」を開発、Naイオン電池
の安全性と性能を革新

概要

中国の科学者たちが、ナトリウムイオン（Naイオン）電池の性能を飛躍的に向上させ

る「スマートゲルポリマー電解質」を開発しました。このスライム状の電解質は、優
れた柔軟性、不燃性、そして完全なリサイクル可能性を特徴とし、既存のリチウムイ
オン電池製造プロセスと高い互換性を持つことが確認されています。この革新的な技

術は、電気自動車（EV）やグリッドストレージ向けに、より安全で低コストのバッテ
リーソリューションを提供し、クリーンエネルギーへの世界的な移行を劇的に加速さ
せる可能性を秘めています。

公開日 2026年08月11日  Facebook (Twobitdavinciより)  中国



詳細

主要成果

中国の科学者チームは、ナトリウムイオン（Naイオン）電池の安全性と性能を大幅に
向上させる画期的な「スマートゲルポリマー電解質」を開発しました。このユニークな
スライム状の材料は、柔軟性、不燃性、および完全なリサイクル性を兼ね備え、さらに
既存のリチウムイオン電池製造インフラとの高い互換性を持つことが実証されました。
この成果は、次世代バッテリー技術における主要な課題を解決し、エネルギー貯蔵の未
来を再定義する可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

開発されたスマートゲルポリマー電解質は、従来の液体電解質が抱える発火リスクや、
一部の固体電解質が持つ硬さや界面接触の問題を克服します。そのスライム状の特性に
より、電極との密着性が向上し、イオン伝導性が高まるだけでなく、電池内部での短絡
が発生しにくい構造を実現しています。また、本電解質は化学的に安定しており、極端
な温度条件下でも優れた性能を維持します。最も重要な点は、それが不燃性であるた
め、過充電や外部損傷による熱暴走のリスクを劇的に低減できることです。加えて、使
用済み電池からの回収・リサイクルプロセスが容易であるため、資源効率と環境持続性
の両面で大きな利点を提供します。

背景・業界文脈

リチウムイオン電池は広く普及していますが、資源の偏在、コスト、そして熱暴走によ
る発火リスクが課題となっています。ナトリウムイオン電池は、リチウムよりも豊富で
安価なナトリウムを主成分とするため、コストと資源供給の安定性において大きな期待
が寄せられていますが、エネルギー密度と寿命、そして安全性における性能向上が求め
られていました。今回のスマートゲルポリマー電解質の開発は、Naイオン電池のこれ
らの課題を克服する重要なブレークスルーであり、リチウムイオン電池の有力な代替と
して、特に大規模グリッドストレージや手頃な価格のEV市場での展開を加速させるもの
となります。



今後の展望

このスマートゲルポリマー電解質技術は、電気自動車（EV）の普及を加速させるだけで
なく、再生可能エネルギー源（太陽光、風力など）の変動性を吸収するための大規模グ
リッドストレージシステムの構築にも貢献します。安全性が高く、リサイクル可能で、
製造コストが低いバッテリーソリューションは、世界的なクリーンエネルギーへの移行
を強力に後押しし、持続可能な社会の実現に不可欠なインフラとなるでしょう。研究チ
ームは、この技術のさらなる最適化と量産化に向けた取り組みを進めており、数年内の
実用化が期待されています。

元記事: https://www.facebook.com/twobitdavinci/posts/scientists-just-cracked-the-code-on-battery-

safety-with-a-slime-like-electrolyte/1478242484347687/

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/twobitdavinci/posts/scientists-just-cracked-the-code-on-battery-safety-with-a-slime-like-electrolyte/1478242484347687/
https://www.facebook.com/twobitdavinci/posts/scientists-just-cracked-the-code-on-battery-safety-with-a-slime-like-electrolyte/1478242484347687/


#09 Varon CorpとOZOP Energyが固体高分子電池研究向
け特殊機器を導入、5V動作・低温機能材料の開発加速

概要

Varon CorpとOZOP Energy Solutions Incは、5ボルトで動作し、より低温で機能する次
世代固体高分子電池の開発を加速するため、研究・プロトタイプ作成・製造を支援す
る特殊な機器を導入したと発表しました。この投資は、両社が注力する高性能ポリマ

ー材料に基づいた全固体電池技術の商業化に向けた重要なステップです。これによ
り、より安全で高効率なエネルギー貯蔵ソリューションの実現が期待されます。

公開日 2026年08月11日  Proactive Investors (via Facebook)  不明



詳細

主要成果

Varon Corp (OTCID:OZSC) とOZOP Energy Solutions Incは、次世代固体電池技術の開
発、特に5ボルトで動作し、低温環境下でも機能する高性能高分子材料に焦点を当てた
研究、プロトタイプ作成、および製造能力を強化するため、特殊な機器の購入を発表し
ました。この戦略的投資は、両社の技術ロードマップにおける重要なマイルストーンと
なります。

技術・臨床詳細

新たに導入された特殊機器は、高分子材料の精密な特性評価、電解質の最適化、および
固体電池セルのプロトタイプ製造を可能にします。開発中のポリマー材料は、5ボルト
という高電圧で安定して動作することを目指しており、これにより電池のエネルギー密
度が向上します。さらに、低温環境下での性能維持も重要な開発目標であり、電気自動
車（EV）や寒冷地でのグリッドストレージなど、幅広いアプリケーションでの信頼性を
高めることを目的としています。これらの技術的進歩は、従来の液系リチウムイオン電
池が抱える課題、特に低温性能の低下や電圧限界を克服するものです。

背景・業界文脈

全固体電池は、既存のリチウムイオン電池に比べて安全性、エネルギー密度、寿命の面
で優位性を持つ次世代バッテリー技術として注目されています。特に、液体電解質に起
因する発火リスクがなく、より過酷な環境条件下での使用に耐えうる点が大きな魅力で
す。Varon CorpとOZOP Energy Solutions Incは、この革新的な分野において、高分子材
料を核とした独自のアプローチを追求しており、今回の設備投資はその開発競争におけ
る競争力強化の一環と位置づけられます。5ボルト動作と低温性能は、EV、航空宇宙、
防衛といった高性能が求められる市場において、決定的な競争優位性をもたらす可能性
があります。



今後の展望

今回の機器導入により、Varon CorpとOZOP Energy Solutions Incは、研究開発サイクル
を加速し、迅速なプロトタイプ作成と製品化を進めることが可能になります。特に、5V

動作と低温環境での機能性は、全固体電池の市場投入を大きく左右する要因となるた
め、この分野での技術的優位性を確立することは、両社の将来的な成長にとって極めて
重要です。この進展は、より安全で、高効率かつ汎用性の高いエネルギー貯蔵ソリュー
ションの実現を加速させ、クリーンエネルギー技術の発展に貢献することが期待されま
す。

元記事: https://www.facebook.com/ProactiveInvestors/posts/varon-corp-otcidozsc-and-ozop-energy-

solutions-inc-said-they-have-purchased-spec/1683655123764141/

収集日: 2026年08月14日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/ProactiveInvestors/posts/varon-corp-otcidozsc-and-ozop-energy-solutions-inc-said-they-have-purchased-spec/1683655123764141/
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